
こ
の
発
表
大
会
は
、

九
州
林
政
連
絡
協
議

会
が
主
催
し
、
産
学

官
の
森
林
・
林
業
関
係
者
が
日
頃
取

り
組
ん
で
い
る
活
動
の
成
果
を
発
表

し
、
技
術
の
交
流
や
情
報
交
換
を
行

い
、
流
域
の
森
林
・
林
業
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
開
い
て
い
る
も
の
で
、

今
回
で
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
同
協
議
会
会
長

の
川
端
省
三
九
州
森
林
管
理
局
長
か

ら
「
現
在
、
日
本
の
森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性

は
、
林
業
の
成
長
産
業
化
や
地
球
環

境
へ
の
貢
献
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
九
州
は
人
工
林
を
中

心
に
森
林
資
源
が
充
実
し
て
き
て
い

る
と
い
う
特
徴
を
活
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
持
続
可
能
な
林
業
経

営
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
に
つ
い
て
も
、
公
益

的
機
能
の
高
度
発
揮
や
森
林
整
備
の

観
点
か
ら
健
全
な
森
林
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
「
植
え

る
、
育
て
る
、
使
う
、
植
え
る
」
の

サ
イ
ク
ル
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
が
今
後
の
森
林
・
林
業
の
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

本
大
会
に
お
い
て
、
九
州
の
課
題
を

的
確
に
捉
え
た
テ
ー
マ
の
研
究
成
果
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
が
期
待

さ
れ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
相
互
交

流
が
一
層
盛
ん
に
な
っ
て
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
に
弾

み
が
つ
く
よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
の
後
、
一
般
の
部
17
課
題
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
は
一
般
の
部
３
課
題
と
高

校
の
部
６
課
題
の
発
表
が
あ
り
２
日

間
に
わ
た
る
発
表
が
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
附
属

高
隈
演
習
林
技
術
専
門
職
員
・
芦
原

誠
一
氏
に
よ
る
「
森
林
管
理
に
お
け

る
人
材
育
成
に
つ
い
て
」
と
題
し
て

特
別
発
表
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
審
査
委
員
長
の
（
独
）
森

林
総
合
研
究
所
九
州
支
所
の
森
貞
和

仁
所
長
か
ら
講
評
が
あ
っ
た
後
、
九

州
林
政
連
絡
協
議
会
会
長
賞
（
最
優

秀
賞
１
課
題
、
優
秀
賞
５
課
題
、
特

別
賞
１
課
題
）
と
九
州
森
林
管
理
局

長
賞
３
校
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
２

日
間
の
発
表
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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10
月
21
・
22
日
の
両
日
、
九
州
森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
「
平
成
26
年
度
森
林
の
流

域
管
理
シ
ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会
」
を
開
催
。
九
州
各
県
の
森
林
・
林
業
関
係
者
や
九
州
の
各

県
で
森
林
・
林
業
を
学
ぶ
高
校
生
、
当
局
・
署
の
職
員
な
ど
、
両
日
で
延
べ
約
３
２
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

発
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る
、
森
林
・
林
業
再
生

に
向
け
た
取
組
、
民
国
連
携
に
よ
る
流
域
毎
の
林
業
の
活
性
化
や
林
業
技
術
の
向
上
、
国
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
に
よ
る
森
林
整
備
、
シ
カ
被
害
対
策
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
26
課
題
（
一
般
の

部
20
課
題
、
高
校
の
部
６
課
題
）
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
（
２
面
・
３
面
に
関
連
記
事
）

特別発表の芦原氏

２日間に渡って開催された発表大会（局大会議室）



平
成
26
年
度
森
林
の
流
域
管
理
シ

ス
テ
ム
推
進
発
表
大
会
の
各
賞
の
入

賞
課
題
と
発
表
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

最
優
秀
賞

◇
南
薩
地
域
に
お
け
る
間
伐
林
分
の

林
地
残
材
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
南
薩
地
域
振
興
局

柱

敦
史

優
秀
賞

◇
誘
道
伐
及
び
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

推
進
に
向
け
た
検
討

熊
本
南
部
森
林
管
理
署

嶋

徹
矢

米
本
龍
正

坂
田
博
之

◇
間
伐
材
等
を
活
用
し
た
ク
リ
ー
ク

護
岸
工
事
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

佐
賀
県
佐
賀
中
部
農
林
事
務
所

近
藤
真
奈
美

石
田
秀
明

◇
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
か
ら
多
様
な
林

業
の
可
能
性
を
考
え
る

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

釜

稔

田
中
和
利

◇
低
コ
ス
ト
に
よ
る
外
来
種
（
ギ
ン

ネ
ム
）
対
策
と
海
岸
林
再
生
へ
の
取

り
組
み
（
第
２
報
）

西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

渡
邉
昭
博

沖
縄
森
林
管
理
署

岩
下
清
美

◇
宮
崎
県
北
部
地
域
に
お
け
る
苗
木

自
給
率
の
向
上
を
目
指
し
て

宮
崎
県
西
臼
杵
支
庁
林
務
課

齊
藤
真
由
美

竹
本
俊
夫

特
別
賞

◇
マ
ル
チ
コ
プ
タ
ー
を
活
用
し
た
森

林
現
況
調
査
等
に
つ
い
て

熊
本
南
部
森
林
管
理
署

丸
橋
勝
寿

中
嶋
紀
光

白
濱
正
明

高
校
生
の
部

◇
茅
葺
き
屋
根
の
四
阿
建
設

熊
本
県
立
阿
蘇
中
央
高
等
学
校

荒
井
裕
太

望
月
竜
真
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九
州
林
政
連
絡
協
議
会
会
長
賞最優秀賞受賞の柱敦史氏

九
州
森
林
管
理
局
長
賞

優秀賞受賞の米本氏・嶋氏・坂田氏

優秀賞受賞の田中氏・釜氏 優秀賞受賞の近藤氏・石田氏

優秀賞受賞の齊藤氏・竹本氏 優秀賞受賞の岩下氏・渡邉氏

局長賞＝熊本県立阿蘇中央高等学校 特別賞を受賞した白濱氏・丸橋氏・中嶋氏



【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
宮
崎

県
林
業
労
働
機
械
化
セ
ン
タ
ー
の
依

頼
で
宮
崎
県
立
日
南
振
徳
高
校
生
が

国
有
林
で
林
業
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
当
機
械
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

例
年
、
宮
崎
県
の
委
託
で
若
者
の
林

業
へ
の
関
心
と
参
入
を
促
進
す
る
た

め
、
林
業
関
係
の
高
校
生
を
対
象
に

林
業
体
験
学
習
事
業
を
実
施
。
そ
の

一
環
で
地
域
農
業
科
２
年
生
17
人
を

対
象
に
大
矢
取
林
木
遺
伝
資
源
保
存

林
内
で
現
地
の
林
分
状
況
を
説
明
し

森
林
・
林
業
の
現
状
や
課
題
、
森
林

整
備
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
講
義
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
高
校
生
か
ら
宮
崎

県
林
業
の
将
来
を
担
う
人
材
が
育
っ

て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
北
薩
森
林
管
理
署
】
当
署
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
水
と
地
球
」
は
協
同
で

伊
佐
市
豆
漬
国
有
林
の
分
収
造
林
地

で
、
伊
佐
市
立
羽
月
西
小
学
校
３
～

６
年
生
と
羽
月
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
約
30
人
を
対
象
に
森
林
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
最
初
に
「
紙
芝
居
」

で
森
林
の
働
き
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

ス
ギ
板
を
使
っ
た
巣
箱
作
り
に
挑
戦
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
お
互
い
協
力

し
あ
い
素
敵
な
巣
箱
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
木
の
名
前
あ
て
ク
イ
ズ
で
は
、

珍
し
い
木
の
名
前
の
正
解
に
歓
声
が

あ
が
り
、
森
林
・
木
材
に
親
し
む
有

意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
分
森
林
管
理
署
】
秋
の
登
山

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
大
分
森
林
管
理

署
と
大
分
西
部
森
林
管
理
署
合
同
に

よ
る
森
林
保
護
員
（
グ
リ
ン
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
）
の
出
発
式
を
九
重

町
田
野
の
長
者
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。
森
林
保
護
員
に
よ

る
巡
視
活
動
は
、
「
く
じ
ゅ
う
連
山
」

を
対
象
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
登

山
者
の
入
込
状
況
把
握
と
マ
ナ
ー
の

指
導
。
ま
た
、
登
山
道
の
危
険
箇
所

の
把
握
や
注
意
喚
起
、
植
物
踏
み
荒

ら
し
防
止
用
の
立
入
規
制
の
ロ
ー
プ

柵
の
設
置
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
後
期
巡
視
に
つ
い

て
は
、
11
月
17
日
ま
で
の
予
定
で
、

週
末
や
祝
日
を
主
体
に
活
動
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

【
熊
本
南
部
森
林
管
理
署
】
環
境

省
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進
員

の
乙
益
正
隆
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
椎
葉
林
道
沿
線
で
見
ら
れ
る
植
物
」

を
テ
ー
マ
に
「
人
吉
・
球
磨
自
然
観

察
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

約
20
人
が
参
加
。
相
良
村
の
椎
葉
林

道
沿
い
の
国
有
林
を
歩
き
な
が
ら
、

草
本
類
や
シ
ダ
類
な
ど
の
植
物
を
観

察
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
ス
ス
キ
や

ハ
ギ
な
ど
が
秋
風
に
揺
ら
れ
る
な
か
、

数
多
く
の
植
物
を
観
察
し
な
が
ら
、

乙
益
講
師
の
植
物
と
人
の
暮
ら
し
の

関
係
や
薬
効
な
ど
、
植
物
方
言
を
交

え
た
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
楽
し
く
学
習

し
ま
し
た
。
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巣箱作りに挑戦する児童ら＝北薩

巡視活動に出発する森林保護員＝大分

乙益講師の説明を聞く参加者＝熊本南部

◇
熊
本
の
森
を
守
ろ
う
２
０
１
４
～

山
間
部
を
取
り
巻
く
問
題
に
向
き
合

う
熊
本
県
立
八
代
農
業
高
等
学
校
泉

分
校

高
本
梨
花

中
野
姫
和
子

一
二
三
拓
哉

黒
岩
雅
史

◇
高
校
生
に
よ
る
美
ら
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
沖
縄
の
願
い
、
豊
か
な
自
然
を

未
来
へ
残
せ
！
～
森
・
川
・
海
に
お

け
る
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
～

沖
縄
県
立
八
重
山
農
林
高
等
学
校

與
那
城
礼

知
花
萌
香

宮
城
加
奈

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）

局長賞＝熊本県立八代農業高等学校泉分校

局長賞＝沖縄県立八重山農林高等学校体験林業に参加した高校生＝宮崎南部



【
長
崎
森
林
管
理
署
】
10
月
８
日

か
ら
10
日
ま
で
長
崎
森
林
管
理
署
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
長
崎
県
立
諫

早
農
業
高
校
環
境
創
造
科
２
年
生
２

人
が
体
験
し
ま
し
た
。
初
日
の
８
日

は
、
管
内
で
働
い
て
い
る
職
員
へ
あ

い
さ
つ
を
し
、
そ
の
後
自
分
た
ち
の

名
刺
を
間
伐
紙
で
作
り
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
島
原
市
の
眉
山
で
行
わ
れ

て
い
る
治
山
事
業
を
見
学
し
、
確
認

検
査
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
９
日
は
、

大
村
森
林
事
務
所
で
管
内
概
要
の
説

明
を
受
け
保
育
間
伐
（
活
用
型
）
の

現
地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か

ら
大
村
市
萱
瀬
の
萱
瀬
ヒ
バ
植
物
群

落
保
護
林
、
萱
瀬
ス
ギ
植
物
群
落
保

護
林
の
巡
視
と
歩
道
修
理
を
体
験
し

ま
し
た
。
10
日
は
、
長
浦
森
林
事
務

所
の
業
務
概
要
と
境
界
巡
検
を
行
う

た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
巡
検
杭
の
使
い
方
の

説
明
を
受
け
、
実
際
に
境
界
を
歩
き
、

Ｌ
杭
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
普
段

で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
出
来

と
て
も
内
容
の
濃
い
３
日
間
で
良
い

経
験
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
以
上
２
人
か
ら
の
今
回
学

習
し
た
感
想
の
投
稿
で
す
。

【
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
】
宮
崎

県
関
係
機
関
や
管
内
市
町
村
及
び
関

係
林
業
事
業
体
、
当
署
職
員
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
、
「
森
林
作
業
道
現

地
検
討
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
宮
崎

健
次
次
長
か
ら
「
路
網
整
備
の
基
盤

と
な
る
林
野
庁
の
定
め
る
指
針
に
基

づ
い
た
路
網
作
設
の
技
術
を
普
及
さ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、
作
設
手
順

説
明
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
作
設

実
演
を
見
学
、
既
設
森
林
作
業
道
の

現
地
検
証
及
び
水
処
理
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
６

年
前
の
森
林
作
業
道
の
現
況
写
真
の

説
明
で
丁
寧
に
路
体
を
転
圧
す
る
こ

と
や
水
処
理
を
十
分
に
行
う
こ
と
で
、

長
く
使
え
る
堅
固
な
森
林
作
業
道
が

作
設
出
来
る
事
を
再
確
認
し
、
成
果

の
あ
る
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。
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私
は
子
供
の
頃
は
田
舎
で
過
ご
し
、

遊
び
と
い
え
ば
野
山
や
川
遊
び
が
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
特
に
山
遊
び
は
魅

力
的
で
、
自
然
の
木
が
遊
び
道
具
で

あ
り
、
果
実
を
付
け
る
樹
木
は
お
や

つ
の
木
で
し
た
。
ま
た
、
薪
と
り
に

山
に
入
り
採
っ
た
薪
で
五
右
衛
門
風

呂
を
沸
か
し
、
か
ま
ど
で
は
料
理
用

の
火
を
お
こ
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
薪
と
り
も
か
ま
ど
も
な

く
な
り
、
成
長
に
つ
れ
身
近
に
あ
っ

た
森
や
林
が
徐
々

に
遠
く
の
世
界

に
な
っ
て
き
た

と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
自
然
（
森
林
）
は
人
間
が
干
渉

し
な
い
こ
と
で
守
ら
れ
る
」
と
言
わ

れ
る
方
も
い
ま
す
。
確
か
に
無
秩
序

な
乱
開
発
や
、
木
々
の
乱
伐
採
や
植

物
の
盗
採
は
自
然
を
壊
す
で
し
ょ
う
。

で
も
、
森
林
が
国
土
の
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
日
本
は
森
林
の
管
理
な
く
し
て

は
あ
ら
ゆ
る
面
で
現
代
社
会
が
成
り

立
た
な
い
と
考
え
ま
す
。

四
季
の
あ
る
日
本
の
森
林
は
い
ろ

い
ろ
な
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
緑
は
心
を
癒
し
人
間
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
近
年
子
供
ら
は
、
都
市
化
や

ゲ
ー
ム
な
ど
の
普
及
で
ご
く
自
然
な

形
で
森
林
と
触
れ
合
う
機
会
が
制
限

さ
れ
て
し
ま
い
心
の
成
長
が
不
十
分

で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

数
年
前
に
桜
島
で
多
く
の
子
供
ら

と
植
樹
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
子
供
ら
と
保
護
者
が
笑
顔
で

一
生
懸
命
植
樹
す
る
姿
に
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
近
所
の
子
供
会

で
は
自
分
た
ち
を
見
下
ろ
し
て
い
る

山
に
登
山
計
画
を

し
て
お
り
、
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

い
つ
も
な
ん
と

な
く
見
て
い
る
山
に
登
り
、
生
活
し

て
い
る
町
を
見
下
ろ
す
と
い
ろ
い
ろ

な
も
の
が
見
え
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
場
面
で
、
昔
は
生
活
の
一

部
だ
っ
た
森
林
が
森
林
教
育
や
森
林

活
動
と
い
う
も
の
を
計
画
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
在
、
少
し
で
も
多
く

の
国
民
が
国
有
林
を
は
じ
め
身
近
な

山
里
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ

と
思
い
ま
し
た
。

数
年
前
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
経

験
し
、
国
有
林
の
保
護
に
つ
い
て
知

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
き
、
ま
た
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
森
林
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
、

私
は
こ
の
言
葉
を
生
き
て
い
く
上
で

大
切
に
し
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
が

あ
れ
ば
実
行
し
、
趣
味
の
山
歩
き
と

モ
ニ
タ
ー
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。（

鹿
児
島
県
出
水
市
在
住
）

山口裕和さん

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
た

２
人
と
職
員
の
み
な
さ
ん
＝
長
崎

作
業
道
作
設
の
実
演
を
見
学
す
る
参
加

者
＝
宮
崎
北
部



10
月
25
日
～
26
日
に
屋
久
島
環

境
文
化
村
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
屋

久
島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
及

び
ヤ
ク
シ
カ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
事
務
局
を
代
表

し
て
川
端
省
三
九
州
森
林
管
理
局
長

か
ら
、
「
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
の

保
全
管
理
に
と
っ
て
重
要
な
指
針
と

な
る
、
新
た
な
「
屋
久
島
世
界
遺
産

地
域
管
理
計
画
」
の
策
定
に
つ
な
が

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
科
学
委
員
会
が

果
た
し
て
き
た
大
き
な
役
割
に
感
謝

す
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、
当
面
の

課
題
と
し
て
最
近
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
「
山
岳
部
の
適
正
利
用

の
問
題
」
、
「
ヤ
ク
シ
カ
問
題
」
、

「
外
来
種
問
題
」
な
ど
に
つ
い
て
、

議
論
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
解
決
に
当
た
る
た
め
、
委
員

構
成
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
。
そ
の
意

味
で
本
日
は
新
た
な
節
目
と
な
る
委

員
会
と
考
え
て
い
る
。
屋
久
島
世
界

遺
産
地
域
の
価
値
を
良
好
な
形
で
未

来
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
各
委
員
の
活

発
な
論
議
を
お
願
い
す
る
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
次
に
、
岩
川
浩
一
屋

久
島
副
町
長
か
ら
「
自
然
環
境
の
保

全
と
観
光
振
興
の
調
和
を
推
進
す
る

た
め
、
屋
久
島
町
で
は
入
島
税
、
入

山
料
な
ど
新
た
な
財
源
確
保
の
検
討

や
、
ガ
イ
ド
登
録
制
度
に
つ
い
て
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
１

９
８
０
年
に
登
録
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
再
登
録
や
有
害
鳥
獣

駆
除
捕
獲
の
実
施
な
ど
の
課
題
も
抱

え
て
お
り
、
科
学
委
員
会
で
の
提
言

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
」
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
矢
原
徹
一
科
学
委
員
会

委
員
長
の
議
事
進
行
の
も
と
、
今
後

の
科
学
委
員
会
の
検
討
課
題
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
、
ヤ
ク
シ
カ
対
策
、

利
用
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
科
学
委
員
会
の
検
討
課
題

と
し
て
集
約
整
理
さ
れ
た
、
①
山
岳

部
の
利
用
対
策
②
ヤ
ク
シ
カ
対
策
③

調
査
研
究
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
法

等
④
外
来
種
対
策
の
４
点
の
う
ち
、

今
回
は
特
に
、
山
岳
部
の
利
用
対
策

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
科
学
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ

う
な
形
で
提
言
で
き
る
の
か
、
短
期

的
論
議
だ
け
で
な
く
長
期
的
あ
り
方

に
つ
い
て
も
一
定
の
論
議
が
必
要
、

利
用
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
足
り
な
い

た
め
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
必
要
、
島
全

体
で
論
議
す
る
の
か
あ
る
程
度
範
囲

を
絞
っ
て
行
う
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
、
科
学
委
員
会

に
お
い
て
利
用
の
あ
り
方
全
般
に
つ

い
て
今
後
も
論
議
を
続
け
る
こ
と
が

重
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
は
、

九
州
森
林
管
理
局
が
行
っ
て
い
る
ア

ブ
ラ
ギ
リ
対
策
に
お
け
る
駆
除
方
法

に
対
す
る
助
言
、
環
境
省
が
行
う
利

用
に
係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
対

し
、
調
査
項
目
の
追
加
の
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ヤ
ク
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、
前

日
開
か
れ
た
ヤ
ク
シ
カ
・
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
と
特
定
鳥
獣
保
護
管
理

検
討
委
員
会
の
合
同
会
議
の
報
告
が

行
わ
れ
、
一
部
地
域
に
お
い
て
は
、

ヤ
ク
シ
カ
被
害
も
減
少
し
て
お
り
捕

獲
の
成
果
が
現
れ
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
被
害
が
続
い
て
る
こ
と
に
つ

い
て
、
第
２
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画

の
論
議
も
始
ま
り
、
生
態
系
の
状
況

を
見
な
が
ら
順
応
的
に
管
理
し
て
い

く
の
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

山
岳
部
の
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
検
討
体
制
や
進
め
方
、
検
討

経
過
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

そ
の
後
、
中
長
期
的
な
課
題
を
設
定

し
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
、

透
明
性
・
継
続
性
を
ど
う
担
保
す
る

か
、
検
討
に
当
た
っ
て
は
住
民
を
含

め
た
検
討
の
場
が
必
要
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
今
後
の
重
要
な
検
討
課

題
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
久
島
町
か
ら
、
現
在
登

録
準
備
中
の
屋
久
島
・
口
永
良
部
島

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

緩
衝
地
域
の
設
定
問
題
や
、
登
録
に

向
け
、
屋
久
島
町
全
体
で
取
り
組
む

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
九
州
地
方
環
境
事
務
所

の
北
橋
義
明
国
立
公
園
・
保
全
整
備

課
長
よ
り
「
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま

え
て
、
関
係
行
政
機
関
の
一
層
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
屋
久
島
の
保
全

管
理
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
の

で
、
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
」

と
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
委
員

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
担
当
＝
計
画
課

自
然
遺
産
保
全
調
整
官
）

【
鹿
児
島
森
林
管
理
署
】
鹿
児
島

市
立
桜
州
小
学
校
４
年
生
と
桜
峰
小

学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に
桜
島
治

山
工
事
現
場
の
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
光
波
測
量
や
重
機
の

試
乗
体
験
と
、
長
谷
川
上
流
の
荒
廃

状
況
を
見
学
。
今
回
は
、
御
嶽
山
噴

火
災
害
及
び
広
島
市
で
の
土
石
流
災

害
の
直
後
で
子
供
ら
か
ら
「
桜
島
が

噴
火
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
」
、
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

桜
島
で
は
火
山
観
測
態
勢
が
整
っ
て

お
り
噴
火
の
前
兆
は
事
前
に
わ
か
る

こ
と
や
台
風
時
に
は
工
事
を
中
止
す

る
こ
と
を
説
明
。
最
後
に
広
島
で
の

土
石
流
災
害
に
触
れ
、
土
石
流
を
防

ぐ
た
め
の
治
山
工
事
で
あ
る
こ
と
な

ど
治
山
事
業
の
役
割
に
つ
い
て
説
明

し
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
絶
え
な
い

有
意
義
な
一
日
と
な
り
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
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事務局を代表してあいさつをする川端局長

担当者から説明を受ける児童ら＝鹿児島



国
家
公
務
員
健
康
週
間
中
の
10
月

３
日
、
大
会
議
室
に
お
い
て
「
救
急

法
講
習
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
熊
本
市
西
消
防
署
池
田

庁
舎
か
ら
佐
藤
宏
之
消
防
司
令
補
外

４
人
の
講
師
を
招
き
局
職
員
多
数
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
怪
我
・
病

気
・
蜂
刺
傷
な
ど
の
応
急
手
当
や
蘇

生
法
に
つ
い
て
、
実
習
を
交
え
て
学

び
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
講
師
か
ら
、
倒
れ
て

い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
落
ち
着
い
て

慌
て
ず
に
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

大
切
、
救
急
車
を
呼
ぶ
時
は
１
１
９

番
の
指
示
に
従
う
こ
と
な
ど
、
基
本

的
な
注
意
点
や
止
血
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
実
際
の

事
例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

実
習
で
は
、
模
型
を
使
い
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
う
者
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
参

す
る
者
、
救
急
車
を
手
配
す
る
者
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
よ
り

応
急
手
当
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
か

ら
は
、
胸
骨
圧
迫
の
強
さ
や
リ
ズ
ム
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
時
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
そ
の
都
度
助
言
が
あ
り
、
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
受
講
し
て
い
ま

し
た
。

救
急
法
講
習
会
は
例
年
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
の
中
に
は
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
て
い
る
人
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
面
が
発
生
し
な
い
こ
と
が
一

番
で
す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て

な
い
た
め
に
も
、
日
頃
の
心
構
え
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。（

担
当
＝
総
務
課
）
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今
年
も
早
い
も
の
で
11
月
に
な
っ

た
。
通
勤
途
中
の
寒
さ
が
身
に
し
み

る
頃
に
な
っ
て
き
た
▼
先
月
ま
で
の

ク
ー
ル
ビ
ズ
も
終
わ
り
、
今
月
か
ら

は
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
が
始
ま
っ
た
。
こ

の
取
り
組
み
も
今
回
で
10
季
目
と
な

り
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
▼
環

境
省
は
保
温
機
能
の
あ
る
下
着
や
ニ
ッ

ト
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
膝
掛
け
な
ど

が
有
効
と
し
て
い
る
▼
ま
た
、
温
か

い
飲
み
物
や
簡
単
な
体
操
も
推
奨
し

て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環

と
し
て
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い

▼
千
葉
県
の
九
十
九
里
浜
で
は
地
球

温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、
ト
ド
が
出

現
し
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
▼
こ
の
時
期
は
ロ
シ
ア
極
東
部

沿
岸
に
住
ん
で
い
る
の
が
普
通
で
、

群
れ
か
ら
は
ぐ
れ
て
迷
い
込
ん
だ
の

で
は
と
の
事
で
あ
っ
た
が
、
温
暖
化

に
よ
る
生
息
地
の
減
少
も
一
因
に
あ

る
事
も
示
唆
さ
れ
て
い
た
▼
国
連
の

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
書
で
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
今
世
紀
末
に
ほ
ぼ

ゼ
ロ
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
て
、
今
後
の
各
国
の
早
急
な
対

策
強
化
を
求
め
た
▼
近
い
将
来
「
ク
ー

ル
ビ
ズ
は
12
月
ま
で
」
「
ウ
ォ
ー
ム

ビ
ズ
っ
て
何
？
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、

ま
ず
は
個
人
で
出
来
る
こ
と
か
ら
取

り
組
み
た
い
と
思
う
。
（
ふ
）

れ
っ
き
と
し
た
針
葉
樹
で
す
。
果

実
が
団
子
の
串
刺
し
の
様
な
格
好
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
人

形
の
実
」
と
も
呼
ば
れ
赤
い
果
托
は

熟
す
と
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

果
托
は
種
子
の
芽
生
え
、
成
長
を
始

め
る
ま
で
の
栄
養
分
と
な
り
ま
す
。

雄
花
は
穂
状
で
、
細
長
い
円
柱
形

で
黄
白
色
、
包
鱗
に
は
縦
裂
す
る
二

つ
の
葯
を
持
ち
、
黄
色
の
花
粉
を
飛

ば
し
ま
す

マ
キ
と
は
真
木
（
本
当
の
木
の
意

味
）
で
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
な
ど
優
れ
た
樹
木
を
指
す
美
称

と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ヌ
マ
キ

の
材
質
は
美
称
さ
れ
る
樹
木
に
対
し

て
一
般
的
に
優
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
名
前
に
「
犬
」
が
冠
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

生
け
垣
や
防
風
林
、
庭
木
と
し
て

普
通
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児

島
県
の
薩
摩
半
島
で
は
立
派
な
垣
根

が
随
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま

た
、
庭
木
と
し
て
は
剪
定
に
よ
り
形

が
簡
単
に
整
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
鳥

や
動
物
の
形
に
剪
定
さ
れ
珍
重
さ
れ

て
い
ま
す
。

暖
か
い
地
方
の
山
地
に
自
生
し
て

い
る
雌
雄
異
株
の
常
緑
の
高
木
で
す
。

材
は
水
に
対
し
て
腐
り
に
く
い
こ
と

か
ら
風
呂
桶
、
土
木
、
建
築
、
器
具

に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐藤消防指令補の講話を聞く参加者

模型を使った実習を行う参加者


